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Abstract
This research is based on analysing the graduate data that was conducted for students who 
graduated from three undergraduate departments at Nagasaki International University.　 The 
graduates were asked to evaluate the educational program at the time of their enrolment and their 
enthusiasm for studying.　They were also asked to measure their ability to demonstrate a competency 
level for the first career within １０ years after their graduation and the current job to show the needed 
requirements.　Finally, they were asked about their satisfaction towards the university.
The result of surveying the graduates of the International Tourism department shows a 
significantly low amount of enthusiasm towards the university overseas training program and the 
study abroad program.　However, they showed their enthusiasm to study other courses that related 
to their major and the graduation thesis.　In the competency, the feeling of insufficiency was clear 
in their current job towards the lack of basic and social skills and the ability to communicate with 
business partners and customers.
On the other hand, the graduates of the Social Work department showed a significantly low 
amount of enthusiasm towards the university overseas training program and the study abroad 
program, classes of foreign languages, remedial academic skills, lectures to enrich knowledge and 
education, and the activities in the seminars.　In addition, in the competency, a significantly low 
amount of enthusiasm was clearly shown towards the lack of specialized knowledge, specialized skills, 
basic and social skills, and comprehensive knowledge and creative thinking.
Finally, the result of surveying the graduates of the Health and Nutrition department shows 
a significantly low amount of enthusiasm towards the university overseas training program and 
the studying abroad program.　In the competency, the feeling of insufficiency was clear in their 
current job towards the lack of basic and social skills.
As for the degree of satisfaction of the university, the graduates in general showed a high amount 
of satisfaction towards the departments of International Tourism, Social Work and Health and 
Nutrition.
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１８０.３５７ ０.９５ １.２９３.３９０.６７３.７２高校卒業までの教科・科目（国語、英 語、地歴・公民など）に関する知識
高校卒業までの教科・科目別
の基礎知識ｂ
























































































































































































＜.００１）、社会福祉学科（χ２＝４５.７６, df ＝５, p
＜.００１）、健康栄養学科（χ２＝５２.５８, df ＝５, p
＜.００１）の全てで有意な人数比率の偏りがみら
れた。
国際観光学科と社会福祉学科では、「本学を
選ぶ」の割合が最も大きく、次に「他の四年制
大学に進学」の割合が大きかった。一方、健康
栄養学科では他学科に比べて「他の四年制大学
に進学」と回答した割合が４８.８％と最も大きく
なり、次に「本学を選ぶ」の割合が大きかった。
８．むすびにかえて
本研究では、開学から現在までの本学の３学
科（国際観光学科・社会福祉学科・健康栄養学
科）カリキュラムの変化について整理し、同３
学科の卒業生調査の結果から、卒業生の在学時
における教育内容への評価を把握するとともに、
現在の各種能力の獲得状況について検討してき
た。卒業生の在学時の教育プログラムへの充実
度の評価や自身の取り組み具合、またコンピテ
ンシーの獲得水準と仕事での必要度には各学科
で特徴がみられた。
国際観光学科の卒業生は、「海外研修・留学
のための機会や指導」の充実度に対し熱心度は
有意に低かった。しかし、現在ではグローバル
ツーリズムコースが設置されていることから、
これらの充実度や熱心度は今後同コースの卒業
生の評価を点検していく必要がある。また、卒
業生は「専門の授業（講義や演習）」や「卒業
論文、卒業制作、卒業発表」は充実度に対し熱
心に取り組んだと評価している。卒業生の取り
組み具合からも学修の集大成である「卒業研究」
は重要であると考えられる。コンピテンシーに
ついてみると、卒業生は現職において「基礎的・
社会的な技能」の「取引先や顧客などに対する
コミュニケーション能力」の不足感を感じてい
ることから、この能力を伸ばすような教育・指
導を検討する必要があるだろう。
社会福祉学科では、「海外研修・留学のため
の機会や指導」、「外国語を修得するための授業」、
「高校までの基礎学力を学び直す授業や指導」、
「知識を広げ教養を身に付ける授業」、「研究室・
ゼミでの授業や活動」の充実度に対し、熱心度
が有意に低かった。さらに、コンピテンシーの
「専門的な知識」、「専門的な技能」、「基礎的・社
会的な技能」、「総合的な学習知識と創造的思考
力」で獲得度よりも必要度が有意に低かった。
そのため、学生が熱心に取り組むような工夫や
多様な能力を伸ばすための教育プログラムの検
討を図る必要があるだろう。
健康栄養学科では、「海外研修・留学のため
の機会や指導」と「卒業論文・卒業制作・卒業
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表９　１８歳時点の進路再選択
その他就職、自営など仕事をしたい　短期大学に進学専門学校に進学
他の四年制大学
に進学本学を選ぶ
χ２％n％n％n％n％n％n
４０.２８***３.４２８.６５３.４２１３.８８３１.０１８３９.７２３国際観光学科
４５.７６***６.０３６.０３２.０１１０.０５３０.０１５４６.０２３社会福祉学科
５２.５８***２.３１２.３１２.３１９.３４４８.８２１３４.９１５健康栄養学科
***p＜０.００１
発表」が充実度に対し、熱心度が有意に低かっ
た。これは国家資格取得を中心としたカリキュ
ラムが影響しているかもしれない。しかし、健
康栄養学科では、現在「卒業研究」が必修化さ
れていることから、今後「卒業研究」が必修化
された年度の卒業生の熱心度も注視していく必
要がある。コンピテンシーについてみると、健
康栄養学科の卒業生は、現職において「基礎的・
社会的な技能」を中心に不足感を感じているこ
とが明らかになったことから、そうした技能を
身に付ける教育プログラムの検討が必要かもし
れない。
本学の満足度では、本学の総合的な満足度は
高い傾向にあるものの、１８歳時点での進路再選
択の分析結果では、国際観光学科と社会福祉学
科は、「本学を選ぶ」の割合が最も大きく、次
に「他の四年制大学に進学」の割合が大きくなっ
たが、健康栄養学科では他学科に比べて「他の
四年制大学に進学」と回答した割合が最も大き
くなった。仮想的な設問ではあるが、１８歳時点
での進路再選択においては、他の進路、特に他
の四年制大学と競合する可能性があることがわ
かる。そのため、卒業生の満足度にはどのよう
な要因が関係しているのか、また、実際の進路
選択にはどのような要因が関係するのかを分析
する必要がある。
本研究で行った分析は、卒業生調査で得られ
た結果の一部により考察した。また、本研究で
使用した卒業生調査の結果は、卒業生の一部の
回答に過ぎないため、回答数を増やすことが重
要であるといえる。さらに、特に国際観光学科
ではカリキュラムが大きく改編されていること
から、改編前後での分析を行うこともまた今後
の課題である。
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